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 「バプテスマまであと 6 日
か

だ！」ハピネスは言
い

いました。その
日
ひ

はもうすぐです！

「もうじゅんび万
ばん

端
たん

かな？」とお父
とう

さんがたずねました。
「うん，大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

だよ」とハピネスは言
い

いました。
「バプテスマを受

う

けるとき，ハピネ
スは聖

せい

約
やく

を交
か

わすんだよ」とお父
とう

さんは言
い

いました。「それがどう
いう意

い

味
み

だか分
わ

かるかな？」
「約

やく

束
そく

でしょ？」
お父

とう

さんはうなずきました。
「そうだね。イエス・キリスト
にしたがい，いましめを守

まも

る
ことを約

やく

束
そく

するんだ。そして天
てん

のお父
とう

様
さま

はきみを祝
しゅく

福
ふく

して，助
たす

け
ると約

やく

束
そく

してくださるんだよ。」
ハピネスはにっこりしまし

た。ハピネスはそれが大
たい

切
せつ

な
約
やく

束
そく

だと分
わ

かっていました。
その約

やく

束
そく

をするのがとても楽
たの

しみでした。
ついにバ プテスマの日

ひ

が
やって来

き

ました。ハピネスは
白
しろ

い服
ふく

に着
き

替
が

えました。ほか

にも二
ふた

人
り

の子
こ

が一
いっ

緒
しょ

にバプテスマを受
う

けます。みんなでバプ
テスマフォントが水

みず

でいっぱいになるのを見
み

ていました。
自
じ

分
ぶん

の番
ばん

になると，ハピネスとお父
とう

さんはフォントの中
なか

に
入
はい

りました。お父
とう

さんがバプテスマのいのりをしました。そ
れから，ハピネスは鼻

はな

をつまみ，お父
とう

さんがハピネスの全
ぜん

身
しん

を
水
みず

の中
なか

にしずめました。
水
みず

の中
なか

から起
お

き上
あ

がったとき，ハピネスは心
こころ

の中
なか

にとてもよ
い気

き

持
も

ちを感
かん

じました。イエスにしたがうという約
やく

束
そく

を守
まも

り
たいと思

おも

いました。この清
きよ

さと幸
しあわ

せを永
えい

遠
えん

に感
かん

じたいと思
おも

い
ました。もう間

ま

違
ちが

った選
せん

択
たく

を絶
ぜっ

対
たい

にしたくありませんでした。
数
すう

日
じつ

後
ご

，ハピネスは目
め

覚
ざ

めると，お風
ふ

呂
ろ

に入
はい

ろうと給
きゅう

湯
とう

器
き

の
電
でん

源
げん

を入
い

れました。水
みず

がお湯
ゆ

になるには長
なが

い時
じ

間
かん

がかかりま
した。そこで，ハピネスはテレビをつけました。待

ま

っている
間
あいだ

，アニメを見
み

ようと思
おも

ったのです。
テレビで動

どう

物
ぶつ

たちが話
はな

すのを見
み

て，ハピネスは声
こえ

を上
あ

げて
笑
わら

いました。とても面
おも

白
しろ

い番
ばん

組
ぐみ

でした。やがてハピネスは給
きゅう

湯
とう

器
き

のことをすっかりわすれてしまいました。
1 時

じ

間
かん

後
ご

，お父
とう

さんが部
へ

屋
や

に入
はい

って来
き

ました。「給
きゅう

湯
とう

器
き

はど
のくらいの間

あいだ

つけっぱなしだったのかな？」とたずねました。
ハピネスは顔

かお

を上
あ

げました。そんなつもりはなかっ
たのに，すっかり長

なが

い間
あいだ

テレビを見
み

てしまったので
す！

「そんなに長
なが

い間
あいだ

じゃないよ」とハピネスは言
い

いました。「たった数
すう

分
ふん

だよ。」ハピネスはテ
レビを消

け

すと，お風
ふ

呂
ろ

に走
はし

って行
い

きました。
その日

ひ

，ハピネスはずっといやな気
き

持
も

ちがしていました。バプテスマの後
あと

，絶
ぜっ

対
たい

に間
ま

違
ちが

った選
せん

択
たく

をしたくないと思
おも

っ
ていたのに，お父

とう

さんにうそをついてし
まったのです！

ハピネスはため息
いき

をつきました。ハ
ピネスは何

なに

をするべきか知
し

っていまし
た。
「ねえ，お父

とう

さん」とハピネスは言
い

い

ました。「ぼく，うそをついたんだ。そ
んなつもりはなかったんだけど，給

きゅう

湯
とう

器
き

を長
なが

い間
あいだ

つけっぱなしにしちゃったん

教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

ルーシー・スティーブンソン・イーウェル
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

約
や く

束
そ く

を 
守
ま も

る
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このお話
はなし

は，ガーナでの出
で

来
き

事
ごと

です。

だ。ごめんなさい。」
「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

だよ。話
はな

してくれてありがとう」とお父
とう

さんが言
い

いました。
「バプテスマの約

やく

束
そく

をやぶってしまったから，すごくい
やな気

き

持
も

ちなんだ 」とハピネスは言
い

いました。
お父

とう

さんはハピネスと一
いっ

緒
しょ

にソファーにすわりました。
「バプテスマを受

う

けたとき，ハピネスは完
かん

全
ぜん

になるとは約
やく

束
そく

していないんだよ。イエスにしたがうように一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

に努
ど

力
りょく

すると約
やく

束
そく

したんだ。」
ハピネスはうなずきました。それを聞

き

いて，ハピネスは少
すこ

し気
き

持
も

ちが晴
は

れてきました。
「そして，間

ま

違
ちが

った選
せん

択
たく

をしたときにどうすればいいか分
わ

かるかい？」とお父
とう

さんはたずねました。
「くい改

あらた

め？」とハピネスは言
い

いました。
「そのとおり！ くい改

あらた

めるとき，天
てん

のお父
とう

様
さま

はゆるしてく
ださるんだ。そして，バプテスマを受

う

けた日
ひ

と同
おな

じように清
きよ

くなれるんだよ。くい改
あらた

めは，バプテスマの約
やく

束
そく

を守
まも

ること
の一

いち

部
ぶ

なんだ。」
ハピネスはよろこんでにっこ

りしました。「ぼく，天
てん

のお父
とう

様
さま

においのりして，ゆるして
くださるようにお願

ねが

いする
よ。」ハピネスはバプテスマの
約
やく

束
そく

を守
まも

れるのをうれしく思
おも

い
ました。●

イ
ラ
ス
ト
／
マ
ッ
キ
ー
・
パ
ミ
ン
チ
ュ
ア
ン

お父
とう

さんにうそを
ついちゃった。 
どうしよう。


